
番号 所在地 管理者 分類 塔形 年号 西暦

モデル事業
大久野6387水口
北大久野川沿

なし 庚申塔
舟形光背一面六臂
青面金剛立像

元禄12 1689
《正面》庚申塔壱基為二世安楽/菩提也/奉供養/元禄十二己卯十月吉祥日
《前出》施主敬白/同行/二十一人

町史 水口6387 庚申塔 舟形 元禄12 1699 正面　奉供養庚申塔一基　為二世安楽菩提也　元禄十二□年十月吉日　願主敬白同行廿一人
町史の訂正事項：元禄十二□年十月吉日→元禄十二己卯年十月吉祥日、耳目口の順→向左から口耳目の順  同行廿一人→同行二十一人
モデル事業 平井　三吉野清坊　富士塚地蔵堂 庚申塔 笠付角柱塔、浮彫青面金剛立像 享保元 1716 《正面》（一面六臂青面金剛立像二鶏三猿）《向右》奉造立申庚供養□《向左》享保元丙申霜月十八日/下平井村同行十四人
町史 三吉野清坊地蔵堂 庚申塔 笠付角柱型 享保元 1716 左側面　奉造立庚申供養像　　正面　（青面金剛立像・三猿像）　　享保元丙申霜月十八日　下平井村同行十四人　
町史の訂正事項：①２鶏の浮彫りあり　②「庚申」ではなく「申庚」と刻まれている
モデル事業 大久野肝要・一の護王神社 一の護王社 庚申塔 隅丸角柱青面金剛立像 安永3 1774 《向右》日需供養塔　上大久野/講中九人　《向左》安永三年午五月良辰
町史 肝要一ノ護王社 庚申塔 隅丸角柱型 安永3 1774 左側面　日□供養塔　上大久野講中九人　　正面（青面金剛立像・三猿像）　　右側面　安永三甲午五月庚辰
町史の訂正事項：日□→日需、庚辰→良辰
モデル事業 大久野1126萱窪慶徳寺跡 庚申塔 笠付角柱塔、青面金剛立像　鬼、二鶏、 寛政5 1793 《向右》寛政五癸丑年八月吉日　《向左》武州多摩郡萱久保村《台向右》濱中幸助/小作源八/同四良エ門/川久保喜八/西川三右エ門/世話人/濱中角右エ門《台向左》前場清右エ門/金子半蔵/和田惣兵エ/同助八/前場権平
町史 萱窪慶徳寺跡 庚申塔 笠付角柱型 寛政５ 1793 左側面　寛政五癸丑年八月吉日　　正面（日・月・青面金剛立像・邪鬼・二鶏）　　右側面　武州多摩郡大久野萱久保村　　台座正面（三猿像）
町史の訂正事項：町史は覆屋なしとする。また台座の銘文を記載していない。
モデル事業 平井　中野子安不動堂 椋田 庚申塔 自然石文字塔 弘化4 1847 《正面》庚申　《向右》弘化四未吉祥旦
町史 中野子安不動堂 庚申塔 角柱型 弘化4 1847 左側面　弘化四天正月吉祥旦　　正面　庚申　　右側面　念仏講中　中野村　狩宿村　　台座正面（三猿像）
町史の訂正事項：町史の三猿の説明は全く実状と合っていない。「正面向き」とあるが三匹とも右（向左）を向いている。また町史には「念仏講中中野村　平井村（狩宿村？）」とあるが、そのような銘文は存在しない。町史は「弘化四天」とするが「弘化四未」
モデル事業 平井1311道場の辻 八幡神社鈴木宮司 庚申塔 自然石文字塔 万延元 1860 《正面》猿田大神/八十三翁天渕敬書　《向右》萬延元年庚申十一月吉日/當邑講中八十余人　《向左》発起人和田氏
町史 道場1311 猿田大神 自然石 万延元 1860 左側面　万延元年庚申十一月吉日　当邑講中八十余人　　正面　猿田大神　八十三翁天渕敬書　　右側面　発起　和田氏
町史の訂正事項：記載なし　記載はある　　「発起」→「発起人」　
モデル事業 大久野肝要慶福寺 慶福寺 庚申塔 自然石文字 文政二年 1819 《正面》（日輪）（月輪）庚申□　《向右》文政二卯天四月吉日　《向左》施主磯右衛門
町史 肝要慶福寺 庚申塔 自然石 不明 正面　庚申□
町史の訂正事項：年不明→文政２年、正面上部に日天・月天を陰刻・施主銘あり。
モデル事業 大久野　三ツ沢　薬師堂 馬頭観音 舟型馬頭観音浮彫立像 明和4 1767 《正面》明和四丁亥年施主小澤彦七/十一月穀旦施主島崎谷右門/岡部半蔵
町史 三ツ沢三ツ沢橋 馬頭観音 舟型 明和4 1767 正面　（馬頭観音立像）　明和四丁亥年　施主　小沢彦七　十二月穀旦　施主　島崎久右衛門　岡野平蔵
町史の訂正事項：①「十一月」を「十二月」　②「嶋﨑谷右門」を「嶋﨑久右衛門」　③「岡部半蔵」を「岡部平蔵」と誤る。
モデル事業 平井3994谷之入会館墓地 馬頭観音 舟型馬頭観音浮彫立像 天明6 1786 《正面》奉造立/天明六丙午/八月吉日
町史 谷ノ入谷ノ入会館 馬頭観音 舟型 天明７ 1787 正面　（馬頭観音立像）　奉造立　天明七丁未歳八月吉日
町史の訂正事項：町史は「天明七丁未歳八月吉日」→「天明六丙午八月吉日」
モデル事業 大久野　玉の内　車地蔵橋 馬頭観音 自然石文字塔 寛政4 1792 《正面》寛政四壬子年/馬頭観音　《向右》十一月十七日/六月十日
町史 玉の内車地蔵橋 馬頭観音 自然石 寛政4 1792 左側面　十一月十七日　　正面　馬頭観世音　寛政四壬子年
町史の訂正事項：町史では「六月十日」が読まれていない　(「馬頭観世音」は町史が正しい)
モデル事業 大久野　岩井　岩井院参道 岩井院 馬頭観音 頭部山型角柱三面八臂馬頭観音立像浮彫 享和2 1802 《向右》享和二壬戌正月吉日　《向左》上大久野馬持講中廿六人/世話人　濱中又右エ門
町史 岩井岩井院 馬頭観音 尖頂角柱型 享和2 1802 左側面　享和二壬戌正月吉日　　正面　（馬頭観音立像）　　右側面　上大久野馬持講中六人　世話人浜中久右衛門
町史の訂正事項：町史では「講中六人」とあるが、「講中〹六人」、「浜中久右エ門」とあるが「濱中又右エ門」　第一手　合唱　第二手　右剣、左宝剣　第三手　右オノ、左宝棒　第四手　右与願印　左数珠
モデル事業 大久野三ツ沢不動堂 馬頭観音 舟型馬頭観音立像浮彫 天保三年 1822 《正面》天保三辰四月吉日/願主初五郎/馬持講中
町史 三ツ沢不動堂 馬頭観音 舟型 天保3 1832 正面　（馬頭観音立像）　天保三辰四月日　願主　松尾馬持連中
町史の訂正事項：願主松尾馬持連中→願主初五良／馬持講中　「四月日」→「四月吉日」
モデル事業 平井3994谷之入会館墓地 馬頭観音 舟型馬頭観音浮彫立像 天保7 1836 《正面》天保七申/十一月　施主　東友右エ門
町史 谷ノ入谷ノ入会館 馬頭観音 舟型 天保7 1836 正面　（馬頭観音立像）　天保七申年十二月吉日　施主　文左衛門
町史の訂正事項：「天保七申年」とするが「年」は無い　「十二月」→「十一月」　「文左衛門」→「東友右エ門」
モデル事業 大久野水口　西徳寺 西徳寺 馬頭観音 舟型馬頭観音立像（合掌） 天保13 1842 《正面》　］元寅九月［　/天保十三寅二月朔日
町史 水口西徳寺 馬頭観音 舟型 天保13 1842 正面　（馬頭観音立像）　［　　］　天保十三［　　］
町史の訂正事項：[　　]→元寅九月、天保十三[　　]→寅二（□囲い）月朔日
モデル事業 大久野　南沢入橋　南詰 馬頭観音 角柱馬頭観音立像浮彫 文久元 1861 《正面》文久元酉四月日　《向右》施主青木金治良
町史 長井梅ケ谷峠 馬頭観音 隅丸角柱型 文久元 1861 左側面　文久元酉四月日　　正面　（馬頭観音立像）　　右側面　施主　青木金治郎
町史の訂正事項：町史は所在地を梅ヶ谷峠とするが現在は南沢入橋
モデル事業 平井　東光寺入口 馬頭観音 舟型馬頭観音浮彫立像 明治5 1869 《正面》明治五年十月□□/中里□□□
町史 宮本東光寺 馬頭観音 舟型 明治2 1868 正面　（馬頭観音立像）明治二年十月吉日　中平□
町史の訂正事項：「中平」とするが「中里」 明治二年→明治五年
モデル事業 平井　宮本・常福寺 常福寺 馬頭観音 舟型馬頭観音浮彫立像 明治10 1877 《正面》明治十年九月日/施主　清水文助
町史 宮本常福寺 馬頭観音 舟型 明治10 1877 正面　（馬頭観音立像）　明治十年九月　中村　清水分助
町史の訂正事項：九月→九月日、中村→施主、分助→文助
モデル事業 大久野3521　光明寺本堂前 光明寺 馬頭観音 自然石文字塔 明治18 1885 《正面》明治十八酉六月七日/馬頭観世音/清水弁造
町史 細尾光明寺 馬頭観音 自然石 明治18 1885 正面　馬頭観世音　明治十八□□六月七日　清水□吉
町史の訂正事項：「酉」「弁」を読んでいないが、刻字は明瞭　吉→造
モデル事業 大久野2167遠藤峯三地先 天正寺 馬頭観音 自然石文字塔 明治18 1885 《正面》明治十八年九月月日/馬頭観世音/宮田惣兵エ
町史 幸神2167 馬頭観音 自然石 明治18 1885 正面　馬頭観世音　明治拾八年九月日　宮田惣兵衛
町史の訂正事項：拾八→十八、衛→エ
モデル事業 大久野2167 馬頭観音 自然石文字塔 明治21 1888 《正面》明治二十一年/馬頭観世音/子十二月十二日/宮田善右エ門
町史 幸神2167 馬頭観音 自然石 明治21 1888 正面　馬頭観世音　明治二十一年十二月十二日　[　　]　善右衛門
町史の訂正事項：「子」と「宮田」が抜けている
モデル事業 大久野肝要3867路傍 馬頭観音 隅丸各柱文字 明治40 1907 《正面》馬頭観世音　《向右》明治四十年十二月一日　《向左》南大久野馬持中
町史 肝要3867 馬頭観音 平頂角柱型 明治40 1907 左側面　明治四十年十二月一日　　正面　馬頭観世音　　右側面　南大久野馬持中
町史の訂正事項：「切通しの崖上にあり」とするが、現状は道際路傍にある
モデル事業 大久野萱窪金子家 金子 馬頭観音 駒形馬頭観音立像浮彫 大正六年 1917 《正面》馬頭観音　《向右》大正六年十月二十一日　《向左》金子金八
町史 萱窪交差点 馬頭観音 駒型 大正6 1917 左側面　大正六年十月二十一日　　正面　（馬頭観音立像）　　右側面　金子金八
町史の訂正事項：所在地萱窪交差点→金子家
モデル事業 大久野三ツ沢薬師堂横 馬頭観音 舟型馬頭観音坐像浮彫 明和六年 1769 《正面》明和六丑七月/施主/三沢　岡部半□□門
町史 三ツ沢三ツ沢橋 馬頭観音 舟型 (不明） 正面　（馬頭観音坐像）　大久野　施主三沢内
町史の訂正事項：年不明→明和６年丑七月、大久野→なし、三沢内→三沢岡部[　]
モデル事業 大久野松尾4489路傍 馬頭観音 舟型馬頭観音立像（合掌） 不明 《正面》三沢村講中/［　　］十一月吉祥日
町史 松尾4489 馬頭観音 舟型 (不明） 正面　（馬頭観音立像）　三沢□□講中　[　　]七月吉祥日
町史の訂正事項：三沢□□→三沢村、七月→十一月
モデル事業 大久野肝要　慶福寺 慶福寺 馬頭観音 舟型光背1面2臂立像 嘉永元 1848 《正面》嘉永元申十一月三日
町史 肝要慶福寺 馬頭観音 舟型 (不明） 正面　（馬頭観音立像）
町史の訂正事項：年不明→嘉永元年　紀年銘を読んでいない嘉永元申十一月三日
モデル事業 大久野肝要慶福寺 慶福寺 馬頭観音 舟型光背1面2臂立像 宝永3 1706 《正面》□永三戌十二月日／［　　］講中
町史 肝要慶福寺 馬頭観音 舟型 (不明） 正面　（馬頭観音立像）
町史の訂正事項：年不明→宝永３年（嘉永３年か？）、「講中」の銘あり
モデル事業 大久野肝要慶福寺 慶福寺 馬頭観音 舟型光背1面2臂立像 嘉永3 1850 《正面》嘉永三戌十二月日／講中
町史 肝要慶福寺 馬頭観音 舟型 (不明） 正面　（馬頭観音立像）
町史の訂正事項：年不明→嘉永３年、紀年銘を読んでいない嘉永三戌十二月日「講中」を読まない　上半分欠
モデル事業 大久野肝要慶福寺 慶福寺 馬頭観音 舟型光背1面2臂立像 嘉永3 1850 《正面》嘉永三戌十二月日／［　　］村講中
町史 肝要慶福寺 馬頭観音 舟型 (不明） 左側面　[　　]　　正面　（馬頭観音立像）　　右側面　[　　]吉日
町史の訂正事項：年不明→嘉永３年、嘉永三戌十二月日　「村講中」の銘文あり。
モデル事業 大久野肝要木曽家畑地内 大久野429木曽延芳氏 馬頭観音 舟型三面八手馬頭観音坐像 不明
町史 肝要奈都智橋 馬頭観音 舟型 (不明） 正面　（馬頭観音坐像）
町史の訂正事項：「岩屋に安置」とするが、現状は畑の土手下に置かれる
モデル事業 大久野入の下橋南詰 馬頭観音 自然石文字塔 明和元 1764 《正面》明和□年／南無馬頭観世音／申十一月吉日
町史 長井入ノ下橋 馬頭観音 自然石 (不明） 正面　南無馬頭観世音菩薩
町史の訂正事項：紀年銘を読んでいない明和□年申十一月吉日
モデル事業 平井宝光寺 宝光寺 馬頭観音 舟型光背 享和元 1801 《正面》享和元□酉八月十八日／施主　嘉右衛門
町史 谷戸塩沢宝光寺 馬頭観音 舟型 (不明） 正面　（馬頭観音立像）　[　　]　[　　]
町史の訂正事項：不明→享和元年、施主銘あり　銘文を読んでいない「享和元□酉八月十八日／施主　嘉右衛門」
モデル事業 平井　三吉野清坊　富士塚地蔵堂 巡拝供養塔 舟型光背浮彫如意輪観音座像 宝永2 1705 《正面》奉順礼百枚札所／所願成就之所／時宝永二乙酉十二月廿二日
町史 三吉野清坊地蔵堂 如意輪観音 舟型 宝永2 1705 正面　（如意輪観音思惟像）　奉願壱枚札所　所願成就之所　于時宝永二酉十一月廿二日
町史の訂正事項：「奉願壱枚」は「奉順禮百枚」。従ってふつうの百番供養塔と思われる。右腕はある。「于」は無い　「乙」を読まない
モデル事業 大久野岩井３０４７通称穴地蔵 阿弥陀信仰 舟型如意輪完納（←正しくは観音）座像 享保14 1729 《正面》享保十四年己□年七月朔日／サ／南無阿弥陀□

　　日の出町史　文化財編　　(二)日の出町の金石文(479ページ以降)に関する表記の正誤表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　※モデル事業：文化財総合的把握モデル事業(平成21年11月報告)により調べたもの
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町史 岩井3047 如意輪観音 舟型 (不明） 正面　（如意輪観音思惟像）　
町史の訂正事項：年不明→享保１４年。「南無阿弥陀佛」の六字名号が刻まれており、念仏供養塔と思われる。銘文を読んでいない「享保十四年己□年七月朔日／サ／南無阿弥陀□」

モデル事業 大久野新井　新井薬師堂境内新井第十五自治会 如意輪観音
舟形光背一面二臂
座像

延享元 1744 《正面》延享元［

町史 新井薬師堂 如意輪観音 舟型 (不明） 正面　（如意輪観音半跏思惟像）　観[　　]
町史の訂正事項：観[　　]→延享元[　　]
モデル事業 平井谷ノ入 東光院 墓碑 舟型光背如意輪観音座像 不明 《前出》霊
町史 谷ノ入東光院 如意輪観音 丸彫り (不明） 正面　（如意輪観音半跏像）　空
町史の訂正事項：丸彫像とあるが、舟型光背塔の光背部分を削り、丸彫像らしくしたもの　空→霊
モデル事業 平井中野宗剣寺跡 宝光寺 弁財天 丸彫一面二臂立像 不明 銘文なし。
町史 中野宗剣寺跡 観世音菩薩 丸彫り (不明）
町史の訂正事項：観音→弁才天
モデル事業 平井３９９４谷之入会館墓地 念仏供養？ 地蔵丸彫立像 正徳2 《台座》　正徳二年壬辰／一百日　／願主海□　　第石は株セメント固定０．８　蓮台幅３５　高さ２０いずれも伊奈石
町史 谷ノ入谷ノ入会館 地蔵菩薩 丸彫り 正徳6 1716 台座上段正面　三界　　台座下段正面　時正徳六申閏二月　二百日参□　願主[　　]
町史の訂正事項：「時正徳六申閏」「二百日参」とするが「正徳二年壬辰」「一百日叅(参はモデル事業では記録が無い)」
モデル事業 大久野幸神寶鏡寺 寶鏡寺 念仏供養 丸彫地蔵立像 文化１４ 1817 蓮座　高９．５／２７．８幅２３．５／１３．５奥２３．０／１２．３　　《台座》地蔵大菩薩右文化十四年／仲秋八月吉日左上大久野幸神村／□女念佛／講中背面なし
町史 幸神宝鏡寺 地蔵菩薩 丸彫り 文化10 1813 台座左側面　文化十酉年拾二月吉日　　台座正面　地蔵大菩薩　　台座右側面　上大久野幸神村　善女念仏講中
町史の訂正事項：十酉年拾二月→十四年仲秋八月、善女→男女か？

モデル事業 大久野岩井岩井院参道 岩井院 地蔵 丸彫地蔵菩薩坐像 安政2 1855
《正面》安政■乙卯年／百人講／三月吉日　　　　　　台座１高１８．８幅４
１．０奥３６．７　台座３（蓮台）高１１．０幅３４．５奥２２．５（背欠失）

町史 岩井岩井院 地蔵菩薩 丸彫り 安政2 1855 台座正面　百人講　安政二卯年三月吉日
町史の訂正事項：「安政二卯年」とするが、「安政■(欠失を表す)乙卯年」
モデル事業 岩井３０４７通称穴地蔵 浜中家 地蔵 丸彫地蔵立像合掌 宝永２年 1705 《向右》　宝永二乙酉天二月廿□日
町史 岩井3047 地蔵菩薩 丸彫り (不明）
町史の訂正事項：年不明→宝永２年　銘文を読んでいない　宝永二乙酉天二月廿□日　町史は「摩滅がはなはだしい」とするが、穴中にあったため状態は良い
モデル事業 大久野玉の内車地蔵橋 六地蔵 石祠三面に地蔵菩薩浮彫 文久元 1861 《正面》寛永七庚午造立/■元辛酉再建立　《向右》施主/宮岡氏
町史 玉の内車地蔵橋 六地蔵菩薩 石祠 文久元 1861 台座左側面　施主宮岡氏　　台座正面　寛永七庚午年造立　文久元辛酉再建立
町史の訂正事項：裏面に祠内仏（舟型地蔵立像浮彫）が存在する
モデル事業 大久野５５６５ 長井寺 念仏供養 丸彫地蔵菩薩立像 享保１９ 1734 《台座》享保十九丙寅建/念仏供養/八月吉日
町史 長井長井寺 念仏供養 丸彫り 享保10 1725 台座正面　念仏供養　享保十乙巳天八月吉日
町史の訂正事項：享保十乙巳→享保十九丙寅
モデル事業 大久野1126萱窪慶徳寺跡 念佛供養塔 舟形光背如意輪観音坐像 寛政５ 1793 《台座》寛政五癸丑年女人講中/念佛供養塔/八月吉日拾七人
町史 萱窪慶徳寺跡 念仏供養 舟型 寛政5 1793 台座正面　念仏供養塔　寛政五癸丑年八月吉日　女人講中　拾四人
町史の訂正事項：四臂→六臂、十拾四人→拾七人
モデル事業 平井三吉野藤塚地蔵堂 寒念仏供養塔 角柱六地蔵立像浮彫 貞享元年 1684 《正面》奉納寒念佛供□　《向右》千時貞享元甲子九月□□
町史 三吉野清坊地蔵堂 寒念仏供養 角柱型 貞享元 1684 左側面　（地蔵菩薩立像二体）　此時貞享元年九月吉日　平井□　[　　]　同行女四[　　]　　正面　（地蔵菩薩立像）奉納寒念仏供養　　右側面　（地蔵菩薩立像二体）　[　　]　　背面　（地蔵菩薩立像二体）　施主
町史の訂正事項：右側面（地蔵菩薩立像二体）→一体　此時→于時　供養の養は埋設部であり見えない　同行女四は剥落でなくおそらくもとから存在しない
モデル事業 平井谷ノ入祥雲寺 寒念仏 丸彫地蔵立像 正徳２ 1712 《背面》干時正徳二壬辰十二月十二日/奉造立寒念佛供養塔/本願〔　　〕/巳上廿八人
町史 谷ノ入祥雲寺 寒念仏供養 丸彫り 正徳2 1712 背面　奉造立寒念仏供養塔　于時正徳二壬辰□十二月大願［　　］三平井□　已上廿八人
町史の訂正事項：「壬辰□十二月大願［　　］三平井□」は「壬辰十二月十二日本願〔　　〕
モデル事業 大久野肝要慶福寺 慶福寺檀家総代 寒念仏供養塔 舟型阿弥陀如来立像浮彫 延享元年 1744 《正面》寒念仏供養／延享元甲□天［　　］
町史 肝要慶福寺 寒念仏供養 舟型 延享元 1744 正面　寒念仏供養　（阿弥陀如来立像）　延享元甲子天　［　　］
町史の訂正事項：如来は頭光（円光）を帯ぶ。覆屋なし。
モデル事業 大久野松尾延命地蔵堂 寒念仏 舟型阿弥陀如来立像浮彫 明和４ 1767 《台座正面》寒念/佛供/養塔（異体字）《台座向右》明和四丁/亥年仲冬　　《台座向右左》松尾/講中/参澤
町史 松尾松沢寺 寒念仏供養 舟型 明和4 1767 正面　（地蔵菩薩立像）　　台座左側面　明和四丁亥年仲冬　　台座正面　寒念仏供養塔　　台座右側面　松尾　［　　］　建立
町史の訂正事項：①「塔」とするが「墖」　②像容を香炉を持つ地蔵菩薩とするが、上品上生印を臼部むすぶ阿弥陀如来とするべき　③台座向左を「松尾[　　]建立」とするが、「松尾　參澤（三ツ沢）講中」　④所在地を松沢寺とするが、現在は延命地蔵堂内に置かれる
モデル事業 平井宮本東光寺 宝光寺（←正しくは東光寺寒念仏供養塔 自然石文字 天明八年 1788 《正面》天明八戌戊申歳　講中／寒念仏供養／十二月日　《向右》上平井／本願／北島源三衛門　《背面》石納主　田中小平治
町史 宮本東光寺 寒念仏供養 自然石 天明8 1788 左側面　上平井村　　正面　寒念仏供養　天明八戊申歳十二月吉日　講中
町史の訂正事項：十二月吉日→十二月日、石納→石納主　　本願／北島源三衛門を読んでいない
モデル事業 平井３９９４谷之入会館墓地 寒念仏 頭部山型角柱文字塔 文化元 1804 《正面》寒念仏供養　《向右》文化元甲子二月吉日　《向左》谷ノ入村/願主講中/世話人喜左エ門 
町史 谷ノ入谷ノ入会館 寒念仏供養 尖頂角柱型 文化元 1804 左側面　文化元歳甲子二月吉日　　正面　寒念仏供養　　右側面　谷ノ入　願主講中　世話人　金左衛門
町史の訂正事項：①「文化元歳」とあるが「文化元」　②「谷ノ入」→「谷ノ入村」　③「金左エ門」→「喜左エ門」
モデル事業 平井中野子安不動堂 中野自治会 寒念仏 自然石文字塔 文化１０ 1813 《正面》寒念仏供養　《向右》文化十癸酉十一月日　《向左》上郷講中
町史 中野子安不動堂 寒念仏供養 自然石 文化10 1813 左側面　文化十癸酉十一月日　　正面　寒念仏供養　　右側面　上宿講中
町史の訂正事項：「上宿」は「上郷」の誤り
モデル事業 大久野６３８７旧鎌倉街道川沿い 寒念仏 自然石文字塔 文政６ 1823 《正面》寒念仏供養塔　《向右》文政六年癸巳（←正しくは未）十一月吉旦　《向左》惣村中
町史 水口6387 寒念仏供養 自然石 文政6 1823 左側面　　文政六癸未年十一月吉日　　正面　寒念仏供養　　右側面　惣村中
町史の訂正事項：「…癸未年十一月吉日」とするが、「…年癸未十一月吉旦」が正しい
モデル事業 平井宮本 常福寺 寒念仏 自然生気（←正しくは石）文字塔 寛政８ 1796 《正面》寒念仏供養　《背面》寛政八丙辰/同行□十五人/十二月遅吉日/本願市右門/又吉良
町史 宮本常福寺 寒念仏供養 自然石 文政9 1826 正面　寒念仏供養　　背面　文政九丙戌紀　本願　市左門　又四郎　六左門
町史の訂正事項：文政九丙戌紀→寛政八丙辰、市左→市右、又四→又吉良、　同行□十五人を読んでいない
モデル事業 平井保泉院門前 保泉院 寒念仏 自然生気（←正しくは石）文字塔 文久２ 1862 《正面》寒念仏 《向右》本願主/縫右衛門/脇本願/喜兵衛/同仁右衛門 《背面》文久二壬戌歳/十一月吉辰/寶光梵契書（花押）
町史 三吉野下平井保泉院 寒念仏供養 自然石 文政9 1826 左側面　本願主　縫右衛門　脇本願　喜兵衛　同　仁右衛門　　正面　寒念仏　　背面　文政九丙戌歳十一月吉辰
町史の訂正事項：「文政九丙戌歳」とするが「文久二壬戌蔵」寶光以下は町史には記載なし
モデル事業 平井宮本東光寺 宝光寺（←正しくは東光寺寒念仏供養塔 隅丸角柱文字 享保六年 1721 《正面》奉造立寒念仏供養等為二世安［　／上平［　］・同行五十［　］　《向右》享（保）六辛丑年／十一月（念）日　《向左》行（者）／桂岩寺（龍）察代
町史 宮本東光寺 寒念仏供養 隅丸角柱型 (不明） 正面　奉造立寒念仏供養塔為二世安楽等　［　　］　上平井村　同行三十三人
町史の訂正事項：同行三十三人→五十[　、向左面の銘文あり、年不明→享保６　紀年銘を読んでいない享（保）六辛丑年／十一月（念）日
モデル事業 大久野細尾光明寺本堂前 阿弥陀種子塔 自然石文字塔 文化１１年 1814 《正面》円形に彫くぼめた中にキリークを陰刻、その下に蓮弁を陽刻　《背面》干時文化十一甲戌歳/霜月大吉日/下大久野村/寒念佛/講中
町史 細尾光明寺 一字名号塔 自然石 (不明） 正面　（種字キリーク）

町史の訂正事項：キリーク以外の銘文を「磨滅して読めない」とするが、刻字は明瞭である。「名号塔」と分類するが、名号とはあくまでも文字名号のことであるから、「阿弥陀種子塔」とするのが良いであろう。大吉日の「日」は「（該当漢字無「卝」が一番近い？）」
モデル事業 大久野長井大日堂（梅ケ谷峠長井自治会 経典供養塔 頭部山型角柱文字 明和五年 1768 《正面》○奉書写大乗妙典一時一石塔　《向右》于時明和五戊子稔十月吉祥日／長井現住高嶽叟代　《向左》武州多摩郡／北大久野施主惣村中／長井村
町史 長井梅ケ谷峠 大乗妙典供養 尖頂角柱型 明和5 1768 正面　（紋）　奉書写大乗妙典一字一石塔  左側面　于時明和五戊子稔十月吉祥日／長井村高嶽院代　右側面　武州多摩郡長井村
町史の訂正事項：（紋）→円相、長井村高嶽院→長井現住高嶽叟、左側面の「北大久野　施主　惣村中」の銘文見落し。
モデル事業 松尾松沢寺 三界萬霊塔 自然石文字塔 宝暦５ 1755 《正面》三界萬霊　《向右》宝暦五乙亥天/十一月十八莫　《向左》造立焉小山佐五□
町史 松尾松沢寺 三界万霊塔 自然石 宝暦5 1755 左側面　宝暦五乙亥十一月十八日　　正面　三界万霊　　右側面　造立焉　小山作兵衛
町史の訂正事項：①向右面の「天」を読まず　②同「蓂（※蓂莢（めいきょう）は伝説上の植物）」を「日」とし　③向左面の「小山作五□」を「小山作兵衛」とする
モデル事業 平井祥雲寺墓地 三界萬霊塔 自然石文字塔 宝暦８ 1758 《正面》三界萬霊等　《向右》干時宝暦八戊寅歳/當村中男女念佛供養塔/十月吉日/當村十一世代
町史 谷ノ入祥雲寺 三界万霊塔 自然石 天保8 1837 正面　三界万霊等　　右側面　于時天保八丁酉歳二月吉日　［　　］代　当村中男女念仏供養塔
町史の訂正事項：「天保八丁酉歳二月」とあり、「當時十一世」は読まれていない 天保八丁酉歳二月→宝暦八戊寅歳十月　［　　］代→當村十一世代　
モデル事業 大久野岩井岩井院参道 岩井院 三界萬霊塔 自然石文字塔 文化１３ 1815 《正面》三界萬霊等　《向右》願主　岩井村村中　《向左》七世代/文化十二亥年
町史 岩井岩井院 三界万霊塔 自然石 天保12 1841 左側面　願主岩井村中　　正面　三界万霊等　　右側面　天保十二丑年　七世代
町史の訂正事項：「天保十二丑年」とするが「文化十二亥年」の誤り　岩井村中→岩井村村中　
モデル事業 平井東光院参道階段脇 三界萬霊塔 自然石文字塔 享保１９ 1734 《正面》享保十九甲寅天東光荼如代/三界萬霊等/仲春下浣石塔寄附長田喜左右門
町史 谷ノ入東光院 三界万霊塔 自然石 (不明） 正面　三界万霊　石塔寄附長田喜左門　願主兵三郎迁化
町史の訂正事項：「願主兵三郎迂化」とあるが、そのような銘はなく、「東光茶如代」がある。　紀年銘を読んでいない　享保十九甲寅天

モデル事業 大久野長井大日堂（梅ケ谷峠長井自治会 不動明王
舟形光背一面二臂
立像

不明
《正面》権大僧都聖岩梅心法印　《台座正面》大久□/長井
町史訂正　阿弥陀如来ではなく不動明王である。

町史 長井梅ケ谷峠 阿弥陀如来 舟型 (不明） 正面　（阿弥陀如来立像）　権大僧都聖岩梅心法印　　台座正面　大久野　長井
町史の訂正事項：阿弥陀如来→不動明王
モデル事業 大久野玉の内谷後入沢覆屋前 水神信仰 倶利伽羅不動丸彫 天明５ 1785 《正面》□明五乙巳□(天)/■■吉日/（玉）□(之)内村
町史 玉の内谷後入 倶利伽羅不動 丸彫り 天明5 1785 正面　（倶利伽羅不動像）　　台座正面　天明五乙巳□月吉日　［　　］　□内村
町史の訂正事項：「天明五乙巳」とするが、実際には「乙巳」の後に「天」の上部が見える。また「□内村」とするが、「之」の下部が見える。
モデル事業 平井谷戸3194路傍祠 平井2978-2石川正雄 櫛形地蔵・観音立像浮彫 不明 なし　　町史訂正　町史は双体道祖神とするが、地蔵・観音像である。
町史 谷戸3194 道祖神 舟型 (不明） 正面　（双体道祖神立像）
町史の訂正事項：双体道祖神とするが、地蔵・観音像
モデル事業 平井ホケキョウ谷 墓塔 自然石大日如来立像浮彫 不明 《正面》正□道心禅□門/□□□□禅定尼　《前出》油木□/同名□蔵/橋本徳□
町史 足下田ホケキョウ谷 道祖神 自然石 (不明） 正面　（道祖神立像）　［　　］歳六月十八日　願主　庄左衛門
町史の訂正事項：無縫塔形があること、禅定門、禅定尼の戒名があることから、道祖神ではなく墓塔。宝冠、智挙印と思われる印相から像容は金剛大日と判定。「願主庄左衛門」は誤読。銘文はまったく違う
モデル事業 平井三吉野藤塚地蔵堂 舟形光背不動明王立像浮彫 元禄１０ 1697 《背面》□禄十丁丑十一月吉日/施主山下五左門/此守仙蔵院　　下部セメント固定
町史 三吉野清坊地蔵堂 不動明王 舟型 享保10 1725 正面　（不動明王立像）　　背面　享保十乙巳十一月吉日　此主山下五兵衛　此守仙蔵院

町史の訂正事項：「享保十丁巳」とあるが、「元（□囲い）禄十丁丑」、「此主」とあるが「施主」、「五兵衛」とあるが「五㔫（「左」の異体字）門」
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モデル事業 大久野長井不動滝不動堂 長井自治会 不動明王 舟型光背一面二臂立像 <向左>寛延二巳六月吉日／□主　長井村中
町史 不動明王 舟型 寛永2←寛延2 1749 正面　（不動明王立像）　背面　寛永（←寛延）二巳六月吉日　願主長井村中
町史の訂正事項：願主→祈主　□は願主と読め町史に間違いは無い　正誤表の対象ではない
モデル事業 平井道場八幡神社 八幡神社 手水鉢 自然石不定形 《正面》奉納　《向左下面》越後國頸城郡十日市邑／雲月桃龍□
町史 道場八幡神社 手水鉢 (不明） 正面　奉納　武州多摩郡中平井邑　霜月廿四日
町史の訂正事項：向左下の銘文「武州多摩郡中平井邑　霜月廿四日」→「越後國頸城郡十日市邑／雲月桃龍□」
モデル事業 大久野長井大日堂（梅ケ谷峠長井自治会 道普請供養 頭部山型角柱文字 天保十五 1844 《正面》天保十五辰年二月日／道普請　北大久野／発願主　森田久兵エ
町史 長井梅ケ谷峠 道普請供養 尖頂角柱型 天保3 1832 正面　道普請　天保三辰年二月　北大久野村　□□谷　久兵衛
町史の訂正事項：二月→二月日、□□谷→發願主　森田　　天保三辰年二月→天保十五辰年二月日　北大久野村→北大久野　久兵衛→森田久兵エ
モデル事業 大久野　地番不明４６００～４７００小沢一彦氏 道標 自然石文字 《正面》右みたけ道
町史 三ツ沢御嶽道旧道 道標 自然石 1921 正面　右みたけ道
町史の訂正事項：写真なし　町史に誤りがあるとは言えない　正誤表の対象ではない
モデル事業 平井中学校備蓄室 日の出町教育委員会 道標 頭部舳先型角柱文字 《向右》北右ちちふ　さわい／につはら　ミち　《向左》南左みたけミち　《背面》落合村
町史 肝要旧肝要分校 道標 角柱型 (不明） 左側面　ちゝふ　さわい　□つはら　ミち　　右側面　ミたけみち　　背面　落合村
町史の訂正事項：「北右」「南左」を読んでいない。「につはら」を「□つはら」とするが「に」であろう。

299239の
間違い

モデル事業 大久野肝要４０７０路傍 記念碑　道標 角柱文字 大正十三年 1924 《正面》右岩井停車場一里十間／御成婚記念／左御嶽神社一里廿八町三十卅五間《向右》大正十三年一月二十五日建設／大久野青年會報徳支部《向左》向左吉野村ヲ経テ青梅町ニ至ル約二里　その他英字多数（略）

町史 肝要4070 御成婚記念 尖頂型 大正13 1924
左側面　大正十三年一月二十五日建設　大久野青年会報徳支部　　正面　御成婚記念　右岩井停車場一里十間　左御嶽神社一里廿八町五間
←THE→　RIGHT FOR IWAISTATION 4KILOMETERS LEFT FOR MITAKESHRINE ABOUT      右側面　向左吉野村ヲ経テ青梅町ニ至ル約二里

町史の訂正事項：正面の銘文中「一里廿八町丗五間」を「一里廿八町五間」としている　現在は清水元善家に安置されている

以下は文化財総合的モデル把握事業時の報告書にはなかったが、追加で訂正事項が発見された物。
モデル事業 平井西本宿大智寺 大悲願寺 地蔵信仰 地蔵丸彫立像舟形台座 天明元年 1781 塔身左側面　願主／[    ]入道　右側面　天明元年[   ／丑十月[     ]  基礎正面　我等与衆生／皆供成仏道　　左側面  [    ]／誓願[      ]
町史 西本宿大智寺 地蔵菩薩 丸彫り 天明元年 1781 台座左側面　天明元年丑十月　台座正面　我等与衆生皆共成仏等　台座左側面　願主[     ]
町史の訂正事項：入道を読まない。皆共成仏等→皆供成仏道　誓願を読まない。

モデル事業 平井三好野富士塚地蔵堂 念佛供養 地蔵丸彫座像 元禄3年 1690
《基礎正面》享保七壬寅年／奉供養百万遍／十月吉日(枠外に)「道行／四十五人」　《台座正面》願主／専誉願生／生誉實往／千日回向佛／称誉頼願／欣誉一念／結衆／林誉一遍／行誉善心／直往
 《向左》元禄三庚午年九月／鐘番講中

町史 三好野清坊地蔵堂 享保70 1722 奉供養百万遍　享保七壬寅年十月吉日　道行四十三人
基礎と台座はもともと別のものが組まれている。町史はこのうち基礎だけを読み、台座を読んでいない。四十三人→四十五人
モデル事業 平井西本宿西光寺 光明真言供養 如意輪観音丸彫座像 延享4年 1747 光背銘「キリーク　奉造立光明／真言供養尊／延享四丁卯天／八月吉日」前出し銘「上平井村／本宿／講中／廿五人」
町史 西本宿西光寺 光明真言供養 舟型 延享4年 1747 正面　キリーク　奉造立光明真言供養尊　延享四丁卯天八月吉日　上平井村本宿　講中廿三人　台座左側面　慶應四戊辰年孟春甘露日　台座正面　再建ヒリー　台座右側面　仏石山現住恵日
現状の台座は六地蔵のいずれかの台座だったものと考えられる　廿三人→廿五人
モデル事業 平井西本宿西光寺 光明真言供養 地蔵丸彫立像 安永3年 1774 台座正面「安永三甲午年／上平井村／光明真言供養塔／願主　講中三十五人／十月吉日」台座右側面「開帳所／法印□□」
町史 西本宿西光寺 光明真言供養 丸彫り 安永3年 1774 台座左側面　開帳所　法印□□　台座正面　光明真言供養　安永三甲午年十月吉日　上平井村本宿　願主講中三十五人
光明真言供養→光明真言供養塔
モデル事業 大久野肝要清水家墓地 経典供養塔 円形の塔身　角柱台座 文政12年 1829 塔身「梵字光明真言　アビラウンケン(大日報身真言)」台座正面「光明真言五百萬遍供養塔」左面「願主　清水　きた(きよ?)」右面「文政十二己丑歳/十二月吉祥日」
町史 肝要清水芳次家墓地 光明真言供養 円盤型 文政12年 1829 塔身「梵字光明真言　アビラウンケン(大日報身真言)」 台座左側面　文政十二年十二月吉日　台座正面　光明真言百万遍供養塔　台座右側面　願主清水きち　助願いね　よし　
文政十二年十二月吉日→文政十二己丑歳/十二月吉祥日　　「助願いね　よし」は現在は存在しない　剥落した可能性はある
モデル事業 宝篋印塔 宝篋印塔 明治18年 1885 [下の塔身西面]銘曰／若有有情　能於此塔／一香一草　禮拝供養／八十億劫　生死十罪／一時消滅　生免災殃／死生佛家　若有應随／阿鼻地獄　若於此塔／或一禮拝　或一右繞／塞地獄門　開菩提路」[北面]梵字シリー・キリーク・サ・サク   (下段に続く)

町史 坊平西福寺 刻経塔 1885
町史は銘文を読んでいない [東面]慶應四辰年六月十四日／山嵜□□秀居士／明治十八酉年十月十日／古稀妙□□／為各霊二世安楽」[南面](不読)／明治十八酉□十二月吉辰法印□□
モデル事業 宝暦3年 1753 基礎《正面》(日輪)天下泰平　宝暦三癸酉年七月大吉辰／奉納大乗妙経六十六部日本廻国供養塔／(月輪)国土安全　武州多摩郡小宮領平井村／願主　中澤庄(兵衛か?)／江戸桶町壱町目／施主中澤庄助

町史 三好野下平井保泉院 廻国供養塔 丸彫り 宝暦3年 1753 台座正面　奉納大乗妙経六十六部日本廻国供養塔　天下泰平　国土安全　宝暦三癸酉年七月大吉辰　武州多摩郡小宮領平井　江戸麹町壱町目　施主中沢庄助
平井→平井村　　　　願主　中澤庄(兵衛か?)を読まない
モデル事業 平井塩田宝樹寺跡 庚申塔 自然石文字塔 寛政10年 1798 正面「三寶荒神／毘沙門／庚申塔」　背面「講中十四人／寛政十年／午十一月吉日／願主市兵衛／孫左衛門」

町史 塩田宝樹寺跡 毘沙門塔 自然石 寛政10年 1798 正面　毘沙門　三宝荒神　庚申塔　背面　寛政十年午十一月吉日　講中四人　願主市兵衛　孫左衛門
四人→十四人

モデル事業 修験道 頭部山形角柱文字 文化12年
《正面》聖徳太子／奉建立神變大菩薩尊塔／日光権現《向右面》文化十二乙亥年／坂西／奉勧請日本百番観世音菩薩／坂東／四月吉祥日《向左面》天下太平／奉拝禮神社仏閣為二世安楽／国家安全《裏面》《裏面》長山栄久善男／
武州多摩郡下平井村谷ノ入願主俗名金右衛門

町史 谷ノ入谷入会館 神変大菩薩 尖頂角柱型 文化2年 1805
左側面　奉勧請坂西坂東日本百番観世音菩薩　文化二乙丑年四月吉祥日　正面　奉建立神變大菩薩尊塔　聖徳太子　日光権現　右側面　参拝社　天下太平　神社仏閣　国家安全　為二世安楽
背面　武州多摩郡下平井村谷ノ入　願主俗名　金右衛門長山栄久善男[606P 239]

文化二乙丑年→文化十二乙亥年
モデル事業
町史 細尾細尾橋 十五夜塔 不明 正面　十五夜塔
解説に「日の出町でただ一基の月待供養塔」としているのが間違い　岩井勝峰神社に町史未記載の十七夜塔がある
モデル事業 大久野長井梅ケ谷峠 大日如来 舟型智拳印座像 安永7 1778 「(剥落)七戊戌天／五月吉日」　台座向右「南  長井村」七戊戌は安永七[　　]      

町史 長井梅ケ谷峠 大日如来 舟型 安永7 1778 正面　[     ]七戊戌天五月吉日　□ 長井村
□　長井村→南　長井村

モデル事業 平井中野宗剣寺跡墓地 追善供養塔 塔身円柱台座角柱文字
塔身（正面）平井院殿忍雄宗劔大居士（背面）功魁先進壓雄威鋒鋩不侵仁四圍／忍劔創基布金礎勧焉徴矣忠 臣□　 八角基礎（正面を➀とし、右回りに⑧まで）➀　］七／］門／］エ門　➁　卯八／山田五兵衛／来(木か)住野安兵衛　③　世話人／惣旦中
➃　當山十三世／空巨海代／旹　文政十一戌・八月［　］⑤　信州高遠荒町／石工　秋山和助／秋山義兵衛　➅　橋本右エ［　／椋田佐平／］金右ヱ門　➆　］門　⑧　〔全面摩滅〕

町史 中野宗剣寺跡 平井氏供養塔 円柱型 文政11年 1828
正面　平井院殿忍雄宗劔大居士　背面　功魁先進壓雄威鋒鋩不侵仁四国忍劔創基布金礎勧馬徴矣忠 臣誠　台座一面　剥落　台座二面　[     ]　卯八　□田五兵衛　□野十兵衛　台座三面　世話人　惣旦中
台座四面　当山十一世　[   ]院代　時文政十一[   ]八月二十三日　台座五面　信州高遠荒町　石工　秋山和助　□山茂兵衛　台座六七八面　剥落

四国→四圍　勧馬→勧焉　□田久兵衛→山田五兵衛　□野十兵衛→来住野安兵衛　十一世→十三世　[   ]院代→空巨海代　□山茂兵衛→秋山義兵衛　六面剥落→橋本右エ［  ]　／椋田佐平／[  ］金右ヱ門 　七面剥落→[　］門

1006 モデル事業 平井谷ノ入会館横墓地 念仏車 頭部山型角柱文字 文政4年 1821 《正面》奉造立／天下泰平國土安穏／南無六度王化地蔵大菩薩／大師遍照金剛《向右》三界萬霊等《向左》文政四辛巳年九月十七日《背面》神社王／諸願成就願主西氏
1008 モデル事業 平井道場八幡神社本殿内 狛犬 石造狛犬丸彫 安永3年 1774 《両基壇正面》奉納　《ウン基壇向左》芝金杉二丁目／願主伊藤氏／妻まつ／娘きん／みよ　《ア基礎向左》安永三甲午年／六月吉日　《ウン基礎》江戸芝金杉／石屋利兵衛／石工文蔵
1014 モデル事業 大久野坊平西福寺 自然石文字塔 不明 《正面》キリーク／南無阿彌陀佛／右くま川道／左八王子道
1016 モデル事業 西福寺西Ｔ字路の植え込み 道標 自然石文字塔 不明 《正面》右五日市／　左八王子
1017 モデル事業 西福寺西Ｔ字路の植え込み 道祖神 自然石文字塔 天明7年 1787 《正面》天明七未／道祖神／（施主武州）／坊平邑（中）
1024 モデル事業 大久野羽生権現社 奉納石造物 燈籠 天保7年 1837 《正面》平山　羽生両社奉廣前　　《向右》天保七申年夏　　《向左》江戸三十間掘／岩井新蔵
1025 モデル事業 大久野羽生羽生家墓地 弥勒菩薩 弥勒菩薩丸彫立像 不明
1031 モデル事業 大久野新井白山神社 猿田彦大神 舟型一面二臂座像左手榊 不明
1034 モデル事業 大久野岩井勝峰神社 十七夜塔 舟型観音立像 享保12年 1727 《正面》十七夜待之塔／享保十二丁未天十一月吉日
1040 モデル事業 大久野松尾松沢寺入口 不動両王 不動明王丸彫立像 不明
1041 モデル事業 大久野５１７１天王橋西詰 寒念仏塔 頭部山形角柱文字 寛政2年 1790 《正面》寒■佛供■　　《向右》■政二庚戌■■　   《向左》武州多■
1043 モデル事業 大久野６９３７北原清水孝一家墓地 巡拝塔 笠付角柱六観音浮彫 正徳2年 1712 《正面》奉納西國板□／秩父二百番□□　  《向右》正徳二壬辰天　   《向左》八月吉日／願主／加右門（台座）同行／二十／三人
1048 モデル事業 平井谷戸塩沢宝光寺 馬頭観音 舟型馬頭観音浮彫 天保6年 1835 《正面》（天）保六未年／五月吉日　小川氏
1049 モデル事業 大久野肝要４０７０清水元善家墓地 弥勒菩薩 舟型弥勒菩薩座像浮彫 不明 《正面》［　　　　］／［　　］年十二月吉日
1054 モデル事業 大久野羽生羽生家墓地 馬頭観音 頭部山形角柱文字 文久元年 1861 《正面》馬頭観世音　　《向右》施主羽生清兵衛　   《向左》文久元酉歳七月十四日
1055 モデル事業 大久野長井神田家墓地 追善供養塔 頭部隅丸型角柱文字 宝暦13年 1763 《正面》宝暦十三年／圓寂大悟了通居士／未六月朔日　　《向右》北大久野村中／俗名　□□衛門
1056 モデル事業 大久野２１６７遠藤峰三家地先 馬頭観音 舟型馬頭観音立像浮彫 文政9年 1826 《正面》［文政九丙戌天三月］／［　　　不読　　　　］

六字名号塔道標兼ねる

194

206

195

196

204

238

239

241

240

303

近世の造立で、墓塔ではないもので、町史が漏らしているものを以下に揚げる。番号はモデル事業調査番号

追加

94

188

282

281

275

261

232


